
成田市自然観察会 

早春の成田山 

谷  優（成田市）  

日  時： 2025 年 3 月 1 日（土） 9 時 30 分～ 12 時、天候：晴れ  

場  所：成田山公園（成田市）  

参加者： 21 名（大人 18 名、子ども 3 名）、成田市環境課職員１名  

担当指導員：晝間、金子､荘子、菅澤、宮本、谷  

前の週までは凍えるような寒さが続いていましたが、寒気が去り、一気に暖

かくなり、絶好の観察会日和となりました。３班に分かれてスタート。長命泉

の自噴する井戸を見た後、お不動様旧跡庭園へ行きました。その側にタラヨウ

の木が植えられています。参加者に葉書の木とも言われ字が書けることを話

し、各自にタラヨウの葉と釘を渡し字や絵をかいてもらいました。私の班には

子どもが３人いて、喜んで字や絵をかいていました。  

薬師堂では、古い成田山の寺紋と今の寺紋について話しました。出世稲荷へ

続く道の両側にはシキミがたくさん植えられています。幹も葉も実も全部が

毒で、悪霊を防ぐのに使われたことを話すと、参加者は驚いていました。  

前の本堂である釈迦堂、光明堂を見学した後、いよいよ成田山公園へ下って

いきます。自然の地形を利用し、深山に足を踏み入れたよう。いよいよ滝が見

られると楽しみにしている子も。しかし、いつもの豪快に流れ落ちる雄飛の滝

が、一滴も水を流していないのです。これは人工の滝、水道代の節約で水を流

していないのかな、などと参加者で話しました。後で、成田山新勝寺に聞いて

みると、水を流す装置が故障したとのこと。滝が流れていないことや雨がずっ

と降っていないこともあり、苔も元気がありません。  

書道美術館の脇にある水琴窟や珍しいシロマツを見学。水琴窟の澄んだ音

に、大人も子どもも耳をすませ、聞き入っていました。  

まんぷく亭の近くへ行くと、何とカワセミが岩の上にとまっているのです。

一同喜んで写真に撮りました。近くでカワセミが見られ、しかも長くその場に

とまっていてくれ、大変ラッキーでした。  

子どもの中には自然に興味を示さず、飽きてしまう子もいます。私の班のメ

インの指導員の荘子さんは、松葉のすもうやヒイラギの葉の遊びなどを紹介

し、子どものやる気を引き出していて、勉強になりました。  

参加者から、普段、参道や成田山を歩いているが、今日は知らないところが

たくさんわかって良かった等の感想がありました。  

 

 

 

 

薬師堂で寺紋の説明 

タラヨウに字を書く    スダジイのドングリ拾い     いい音が聞こえる        カワセミがいた！ 

 

 


